様式８　５．国産畜産物安心確保等支援事業（海外流行疾病侵入時対応強化事業）

１　総括表

	事業・内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	機構補助金
	事業実施主体
	

	１　アジア地域で流行する病原体の収集・解析
２　既存の動物用医薬品の有効性確認試験

３　アジア地域の家畜疾病等の情報収集・普及啓発

４　事業の推進

	千円

　　　　　　　　　
	千円

　　　　　　　　　
	千円

　　　　　　　　　
	


（注）事業を委託して実施する場合は、備考欄に委託予定先を記入するとともに、該当する事業費の上段にその委託費の額を（　）書きで記載すること。

２　事業の目的
	


３　事業の内容
（１）アジア地域で流行する病原体の収集・解析

　　ア　病原体の収集・解析
	項　　目
	内　　容
	備　　考

	
	
	


　
　イ　病原体の保管管理
	項　　目
	内　　容
	備　　考

	
	
	


ウ　国内検討会の開催

	開催時期
	内　　容
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


（２）既存の動物用医薬品の有効性確認試験
ア　既存の動物用医薬品の有効性確認試験
	項　　目
	内　　容
	備　　考

	
	
	


イ　国内検討会の開催

	開催時期
	内　　容
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


（３）アジア地域の家畜疾病等の情報収集・普及啓発
　ア　アジア地域の流行疾病の状況調査
	時　　期
	内　　容
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


　　イ　原材料供給国の状況調査
	時　　期
	内　　容
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


ウ　国際会議の開催
	開催時期
	項　　目
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


エ　普及啓発資料の作成・配布
	時　　期
	項　　目
	内　　容
	備　　考

	
	
	
	


オ　国内検討会の開催

	開催時期
	内　　容
	参集範囲
	備　　考

	
	
	
	


（４）事業の推進
	項　　目
	内　　容
	備　　考
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